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［事案 2025-146］入院一時金支払請求  

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款上の入院に該当しないことを理由に、入院一時金が支払われなかったことを不服とし

て、入院一時金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 令和 6年 10 月の 2 日間にわたり急性胃腸炎により入院したため、令和 4年 7 月に契約した

組立型保険にもとづき入院一時金を請求したところ、約款に定める入院に該当しないとして不

支払いとなった。しかし、以下の理由により、入院一時金を支払ってほしい。 

(1)本入院は医師の診断・指示により入院をしたもので、診断書においても、医師は入院

の必要性を明記しており、医学的に入院が妥当であったと認定されている。 

(2)保険会社は、外来による管理で可能であったとして給付を拒否しているが、医学的判断を

持たない保険会社の恣意的な解釈であり不当である。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)急性胃腸炎により、担当医より絶食と補液が必要なため入院を指示されているが、急性胃

腸炎は多くが対症療法のみで軽快するものである。長期の絶食であれば入院が必要となる

が、今回は 1泊 2日の絶食であり自宅でも対応可能である。 

(2)入院加療が必要となるような重篤な合併症はなく、入院しなければ行えない検査や治療も

行われていない。担当医から、入院理由として体動困難などの ADLに関する回答もない。 

(3)以上より、本入院は入院の必要性がないものであり、約款上の入院に該当しないもの

である。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、入院時の経緯等を把握する

ため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


